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事業モデルの劇的な変革�上海に雅瑪多（上海）物流有限公司を設立、

平成15年10月より営業を開始しました。中国各地で

供給される多様な製品・部品を集約して、宅急便

ネットワークにより日本向けに配送する新しいロジス

ティックスサービスをスタートさせました。�

　平成16年４月からグループのロジスティックス機

能をさらに集約し、ネットワーク力を活かして、国際





デリバリー事業の再構築計画 －宅急便ビジネスモデルの大改革�

　ヤマトグループでは、デリバリー事業を暑ゕ孵 バ甶環つながると確信しています。次の社内構造

改革では「ムリ・ムラ・ムダ」を省くためＩＴによる

業務の効率化や集約化などを行い、仕事の生産
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平成16年�

●宅急便エリア・センター制を導入し、自主自律を目指す組織改正を実施�

●クロネコメール便の大幅リニューアル�

●四国ヤマト運輸および九州ヤマト運輸をヤマト運輸に吸収合併�

●ヤマト運輸のロジスティクス事業の一部をヤマトロジスティクス（株）ｓ送り状発行ソフトＢ2（上海）物流有限公司が営業開始�

●関東・中部・関西・九州地域の引越事業を各地域のヤマトホームコンビニエンス各社�

　に移管�

●航空機の深夜フライトを利用した北海道－関東 �

   これをもってすべての地域の引越事業を各地域のヤマト
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　ヤマト運輸では、平成15年4月、ｉ－ＣＡＴｓ送り状発行ソフトＢ2（ビー

ツー）



　ヤマト運輸は、輸送サービスに携わる企業の社会的使

命として、環境に配慮した事業活動を継続的に推進して

います。これまで年度ごとに定めた環境保護活動方針に

沿って、





●営業収益� ●営業利益� ●経常利益�
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当連結会計年度の概況�

デリバリー事業�

BIZ-ロジ事業�



●当期（中間）純利益� ●１株当たり当期（中間）純利益� ●株主資本/株主資本比率 Ξの不安定要因に加え、

目指してまいります。国際物流の取り組みにつきましては、ＵＰＳ社との

業務提携など世界的な視野のも。�

　なお、当社環に比し2.4％減少いたしました。�

�

�

　e

-ビジネス事業におきましては、



新企業年金制度への移行に伴う退職給付引当金

404億円の戻入による一時差異が解消し、固定資産

の繰延税金資産が133億円減少いたしました。これ

により総資産は前期に比し30億円減少しました。こ

れと株主資本が374億円増加したことにより、株主



特別利益�
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国内�

ヤマトシステム開発(株)　　　　　ヤマトコレクトサービス(株)�

�
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（資本剰余金の部）�

資本剰余金期首残高�

資本剰余金増加高 �

　転換社債の転換による新株式発行�

　自己株式処分差益�

資本剰余金減少高�

　自己株式処分差損�

資本剰余金期末残高�

（利益剰余金の部） �

利益剰余金期首残高 �

利益剰余金

　受取利息及び配当金 �

　持分法による投資利益 �

　その他の収益 �

営業外費用 �

　支払利息 �

　その他の費用 �

経常利益�

特別利益 �

　投資有価証券売却益�

　厚生年金基金代行返上益�

　

新企業年金制度移行に伴う退職給付引当金戻入益�

　その他特別利益�

特別損失 �

　固定資産除却損 �

　土地評価損 �

　電話加入権評価損�

　投資有価証券評価損�

　社債償還損�

　その他特別損失 �
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前　期�
平成15年3月31日�

当　期�
平成16年3月31日�
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（資産の部） �

流動資産�

固定資産�

　有形固定資産�

　無形固定資産�

　投資その他の資産�

資産合計�

（負債の部） �

流動負債�

固定負債�

負債合計�

（資本の部）�

資本金�

資本剰余金�

利益剰余金�

その他有価証券評価差額金�

自己株式�

資本合計�

負債及び資本合計�

 

2,111

 3,709

 2,777

 82

 850

5,820

1,555

718

2,273

1,205

1,333

1,115

2

△ 109

3,547

5,820

科　目�

■ 貸借対照表�
（単位：億円）�



�

37,548�

32,048�

23,939�

17,247�

16,883�

13,685�

9,810�

9,222�

8,595�

8,464

議決権比率（%）�

8.32�

7.10�

5.30�

3.82�

3.74�

3.03�

2.17�

2.04�

1.90�

1.87

〒１03-8670　東京都中央区八重洲一丁目2番1号�

みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部�

〒135-8722　東京都江東区佐賀一丁目17番7号�

ＴＥＬ 03（5213）5213（代表）� 経 営 の 健 全




	株主の皆さまへ
	事業モデルの劇的な変革を遂げる「ヤマトグループ新生進化3か年計画」
	トピックス
	社会とともに
	株主の皆さまに聞く
	事業概況（連結）
	連結財務諸表の概要
	個別財務諸表の概要
	株式の状況／会社概要／株主メモ／コーポレートガバナンスの強化

